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今回は、当社の管理栄養士による配食利用者様への
食事療養サポート例として、実際の症例を紹介させてい
ただきます。

The症例報告

「腎臓病の食事療法を継続サポート」
管理栄養士：杉浦
【基本情報・意向・希望】
慢性腎臓病、60代女性の方。腎機能が急激に悪くなり、自身で
食事を用意するのがしんどいのと、何を食べたらよいかを考える
のが大変。でも透析は回避したい意向がありました。
【栄養アセスメント・目標】
面談時は身長150ｃｍ、体重41ｋｇ、ＢＵＮ（尿素窒素）28、Ｃｒ1.27。
体調が悪くなられるまでは自炊もされていたことから、配食で味
付けや調理の工夫を知ってもらい自宅でも腎臓食を用意できる
ようになるのが目標です。

食事計算へのストレスが大きいため、摂取目安量の簡易な表を
渡し参考して頂くことを提案しました。
【経過・結果】
サポートスタートから5か月後、Drから腎機能はまずまずの維持
だが、カロリーUP・たんぱく質量UPし様子を見るようにと言われ、
摂取エネルギーを200kcalUPしました。その結果、期間中に減少
した体重も39㎏まで回復しました。リン・カリウムも徐々にではあ
るが上昇がみられるため2日に１回のヨーグルト・ドライフルーツ
を一旦ストップし次回の採血結果にて食事内容再評価を行うこと
にしました。まだまだ改善がみられるまでには時間がかかりそう
ですが、引き続き食事療法実践中です。

「おやつ記録」
管理栄養士：大都
【基本情報・意向・希望】

吹田市在住の糖尿病のＴさま。ヘルパーのお仕事をされながらご
両親の介護をされています。ヘルパーさんのお仕事なので日中、
利用者様宅から利用者様宅へは自転車で移動、お掃除や入浴
介助など身体はしっかり動かされています。日々のお食事も、配
食の味付けや量を目安に、自宅で調理。お昼も手作りお弁当持
参。お弁当の良いところはおかずもご飯も量が守れるところです。
【栄養アセスメント・目標】
そんなＴさまの課題は間食です。ＨｂＡ１ｃは出会った当初は6.8程
度。お仕事が忙しくなると日中の間食は減るのですが、その分、
帰宅後の夕食前や夕食後のお菓子が増える。指摘すると一旦は
間食が減り、ＨｂＡ１ｃも改善。一歩進んで一、二歩下がる・・という
ような状況を繰り返していたのですが、いよいよ最近はＨｂＡ１ｃ
が8に届くところまで上昇。ここで「おやつ記録」をつけることを提
案。手帳に食べたお菓子類を記録してもらうことに。自分の中で
よくできたなと思う日には「よくできました☆」という判子やシール
をつけて見た目にも「やる気」を維持できる工夫を伝授。
【経過・結果】
ＨｂＡ１ｃが8から7.4に改善。なかなか減らなかった体重も63ｋｇが
61.9ｋｇに☆
「記録つけるのが楽しくなりました♪職場のみんなからも身体の
動きが早くなったね、と言われるようになったの♪」と嬉しい報告
も。それから一ヶ月後、7.0まで改善しました。

「低栄養の改善」
管理栄養士：竹輪
【基本情報・意向・希望】
小規模多機能ホームに入所されている要介護度Ⅴ・94歳・男性。
12月末に肺炎のためご入院し、退院時にターミナルケアを希望さ
れていました。退院後の食事においてエネーボ（300kcal・たんぱ
く質13.5ｇ）が2缶処方されていたので、残りの700kcal・たんぱく質
27ｇの摂取の仕方について介入をさせていただきました。
【栄養アセスメント・目標】
退院時の指示内容は、1300kcal・たんぱく質55ｇ。退院のアセスメ
ントではMNA5点（①体重減少②急性疾患③歩行状態④脹脛周
囲長の4項目で減点有）と低栄養の評価でした。1日3食喫食頂き
しっかりと指示内容に充足するように、また本人様の嗜好に添い
お好きな味の食事ができるようにと、TaBeLu+倶楽部の商品から
モデル献立をたてました。
【経過・結果】
喫食状況確認しながら2度3度とモデル献立変更し、利用開始か
ら9か月たった今では、処方されていたエネーボもなくなり体重は
退院時よりも+10ｋｇ！MNAの評価も11点（①歩行状態②BMIの2
項目で減点有）とあがり、一度も再入院などもなく元気に過ごされ
ています！担当のケアマネジャ-さんからも「退院時ターミナルケ
アだったのに、今でも元気に過ごされていて、竹輪さんに介入し
てもらったおかげです。」ととても嬉しいお言葉を頂きました。

「覚醒したらすぐゼリー」
管理栄養士：山本
【基本情報・意向・希望】
施設で過ごされている、女性の方。160ｃｍ 49ｋｇ BMI19
脳血管障害により半身麻痺、認知症有、覚醒状態も日や時間に
ムラがあるとのこと。家族様や施設の方は、摂取エネルギー量を
増やしたい・食べる楽しみを持たせたい・褥瘡を治したいというご
希望がありました。今のお食事状況を伺うと、お食事時間に覚醒
状態が合えば食べられるが、寝てしまわれていたりタイミングが
合わないと、お食事がなかなか進まない状態でした。
【栄養アセスメント・目標】
高カロリーゼリーを取り入れることをご提案いたしました。

お食事は今施設でご用意されているものを継続していただき、プ
ラスして、覚醒状態の時に「小さなハイカロリーゼリー」や「たんぱ
くゼリーセブン」を食べていただくことで、エネルギーとたんぱく質
を補給するという計画です。

目を覚まされているタイミング、少し何か食べられそうだなという
タイミングで、こういった手軽にエネルギーとたんぱく質をたっぷり
含む食品を食べることで摂取エネルギーを増やすことができます。
【経過・結果】

目を覚まされているタイミング、少し何か食べられそうだなという
タイミングで、こういった手軽にエネルギーとたんぱく質をたっぷり
含む食品を食べることで摂取エネルギーを増やすことに取り組ん
でもらっています。



地域の栄養の相談の窓口として、はーと＆はあとの管理栄養士にお気軽にご相談ください。
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